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１．3 部材からなるトラス構造が図-1 のように設置されている．C 点には鉛直に長さ l のワイアが取り付

けられ，重量 Wの物体が吊られている．各部材の断面および材料の諸元を表-1 に示す．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) W=10.0kN，l=10.0m のとき，(i)から(iii)の問いに答えよ． 
(i)  ワイアの伸びを求めよ． 
(ii)  支点反力を求めよ． 
(iii) C 点の鉛直変位を求めよ． 

 
(2) 降伏あるいは座屈を限界状態とするとき，この構造（ワイアおよびトラス構造）が耐えられる最大

の重量 Wはいくらか．ただし，円管の局部座屈は生じないものとする．なお，直径 Rの円形充実断

面の図心軸周りの断面二次モーメント Iは，I=πR4/64と表されるものとする． 
 

 
 

  

表-1 部材の諸元および材料特性 

部材 断面形状 ヤング率 降伏強度

ワイア 直径10mm 1000MPa

AB

AC

BC

200GPa

250MPa
【円管】
外径50mm
内径40mm

10mm

50mm40mm

図-1 トラス構造 
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